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定例会報告定例会報告（会期：平成20年12月８日～19日）（会期：平成20年12月８日～19日）
平成20年第4回平成20年第4回

平成19年度決算が認定されました
　第３回定例会に上程され、２つの決算特別委員会で継続審査となっていました、平成19年度能美市各会計
決算が認定されました。そのほか、歳入歳出の総額に５億5,800万円を追加し、歳入歳出それぞれ213億3,900
万円とする平成20年度能美市一般会計補正予算（第３号）等を可決しました。

歳
　
　
　
　
入

区　分 金　額（円） 構成比
（％）

市 税 7,673,710,460 37.6

地 方 譲 与 税 267,969,000 1.3

利 子 割 交 付 金 32,264,000 0.2

配 当 割 交 付 金 24,389,000 0.1

株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 17,562,000 0.1

地 方 消 費 税 交 付 金 458,846,000 2.2

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 51,582,781 0.3

自 動 車 取 得 税 交 付 金 143,692,000 0.7

地 方 特 例 交 付 金 49,036,000 0.3

地 方 交 付 税 4,530,149,000 22.2

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 8,326,000 0.0

分 担 金 及 び 負 担 金 721,369,420 3.5

使 用 料 及 び 手 数 料 379,850,787 1.9

国 庫 支 出 金 1,590,992,572 7.8

県 支 出 金 875,958,871 4.3

財 産 収 入 155,962,388 0.7

寄 附 金 38,656,886 0.2

繰 入 金 827,725,993 4.1

繰 越 金 215,021,525 1.1

諸 収 入 477,777,866 2.3

市 債 1,851,500,000 9.1

計 20,392,342,549 100.0

歳
　
　
　
　
出

区　分 金　額（円） 構成比
（％）

議 会 費 212,766,957 1.1

総 務 費 2,114,537,478 10.5

民 生 費 5,135,324,259 25.6

衛 生 費 1,587,716,720 7.9

労 働 費 3,289,710 0.0

農 林 水 産 業 費 695,709,717 3.5

商 工 費 1,379,506,837 6.9

土 木 費 2,983,024,213 14.8

消 防 費 459,865,716 2.3

教 育 費 2,318,854,339 11.6

災 害 復 旧 費 101,986,300 0.5

公 債 費 3,056,388,762 15.2

諸 支 出 金 22,616,771 0.1

予 備 費 0 0.0

計 20,071,587,779 100.0

歳　入 歳　出 実質収支

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 4,252,979,425 4,241,683,978 11,295,447

老 人 保 健 特 別 会 計 4,188,560,051 4,232,570,903 ※１ △44,010,852

介 護 保 険 特 別 会 計（ 介 護 保 険 事 業 勘 定 ） 2,911,408,029 2,910,789,643 618,386

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 13,512,710 12,773,619 739,091

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 3,050,295,791 3,048,893,157 1,402,634

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 173,286,082 172,702,880 583,202

温 泉 事 業 特 別 会 計 15,202,558 11,701,095 3,501,463

水 道 事 業 会 計（ 収 益 的 収 支 ） 731,549,596 764,417,972 △32,868,376

水 道 事 業 会 計（ 資 本 的 収 支 ） 324,854,698 833,785,578 ※２ △508,930,880

工 業 用 水 道 事 業 会 計（ 収 益 的 収 支 ） 300,765,110 256,171,106 44,594,004

工 業 用 水 道 事 業 会 計（ 資 本 的 収 支 ） 0 114,848,058 ※３ △114,848,058

市 立 病 院 事 業 会 計（ 収 益 的 収 支 ） 2,588,437,285 2,574,720,174 13,717,111

市 立 病 院 事 業 会 計（ 資 本 的 収 支 ） 166,451,218 424,601,130 ※４ △258,149,912

※１　平成20年度老人保健特別会計より繰上充用　　※２・３・４　過年度分損益勘定留保資金等により補てん

歳入総額　203億9,234万2,549円
歳出総額　200億7,158万7,779円
差 引 額　  3億2,075万4,770円

特 別 会 計 ・ 企 業 会 計 決 算

一 般 会 計 決 算

特 別 会 計 ・ 企 業 会 計 決 算

一 般 会 計 決 算

（単位：円）
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審査結果一覧

決算特別委員会

一般会計決算特別委員会
◎荒田 正信　○倉元 正順
　青山 利明、髙木 雅宣、中野 眞治郎、東　 正幸、米田 敏勝、小手川 正明、居村 清二
特別・企業会計決算特別委員会
◎杉田 隆一　○井出 善昭
　明福 憲一、北角 耕一、白川　 寛、近藤 啓子、北野 　哲、北村 國博、嵐 　昭夫、福田 　豊

◎委員長、○副委員長

案　　件　　名 採決結果 付託委員会 委員会採決結果

認
　
　
定

１号 平成19年度能美市一般会計歳入歳出決算認定について ○ 決 ◎

２号 平成19年度能美市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎ 決 ◎

３号 平成19年度能美市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について ◎ 決 ◎

４号 平成19年度能美市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎ 決 ◎

５号 平成19年度能美市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎ 決 ◎

６号 平成19年度能美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎ 決 ◎

７号 平成19年度能美市温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎ 決 ◎

８号 平成19年度能美市水道事業会計決算認定について ◎ 決 ◎

９号 平成19年度能美市工業用水道事業会計決算認定について ◎ 決 ◎

10号 平成19年度国民健康保険能美市立病院事業会計決算認定について ◎ 決 ◎

議
　
　
案

57号 能美市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について ◎ 総 ◎

58号 平成20年度能美市一般会計補正予算（第３号） ◎ 総産教 ◎

59号 平成20年度能美市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ◎ 教 ◎

60号 平成20年度能美市老人保健特別会計補正予算（第２号） ◎ 教 ◎

61号 平成20年度能美市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ◎ 教 ◎

62号 平成20年度能美市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） ◎ 産 ◎

63号 平成20年度能美市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） ◎ 産 ◎

64号 平成20年度国民健康保険能美市立病院事業会計補正予算（第１号） ◎ 教 ◎

65号 能美市ふれあいプラザの指定管理者の指定について ◎ 教 ◎

66号 能美市健康と生きがいづくりセンターの指定管理者の指定について ◎ 教 ◎

67号 能美市老人福祉センターの指定管理者の指定について ◎ 教 ◎

68号 能美市児童館の指定管理者の指定について ◎ 産 ◎

69号 能美市温泉保養館の指定管理者の指定について ◎ 産 ◎

70号 能美市商工福祉会館の指定管理者の指定について ◎ 産 ◎

71号 能美市九谷陶芸村会館の指定管理者の指定について ◎ 産 ◎

72号 能美市立九谷焼陶芸館の指定管理者の指定について ◎ 産 ◎

73号 能美市立九谷焼美術館の指定管理者の指定について ◎ 産 ◎

74号 能美市学習会館の指定管理者の指定について ◎ 教 ◎

75号 能美市和気あいあいの里キャンプ場の指定管理者の指定について ◎ 教 ◎

76号 能美市働く婦人の家の指定管理者の指定について ◎ 教 ◎

77号 能美市体育施設の指定管理者の指定について ◎ 教 ◎

78号 能美市国民健康保険条例の一部を改正する条例について ◎ 教 ◎

報
　
告

21号
専決処分の報告について（能美市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条
例の専決処分の承認を求めることについて）

−

22号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解について） −

請願第４号 事故米の全容の徹底究明とミニマムアクセス米の輸入停止など食の安全を国に求める意見書提出に関する請願 ×（不採択） 産 ×（不採択）

議
会
議
案

８号 教育予算の拡充を求める意見書 ◎

９号 森林・林業・木材産業施策の積極的な展開を求める意見書 ◎

10号 「食の安全確保」への取り組み強化を求める意見書 ◎

諮問第３号 人権擁護委員の推薦について（井出 俊一氏、中村 滋氏、開 典子氏、小西 紀子氏）

選挙第９号
能美市選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙

（委員：松田 明仁氏、中川 孝子氏、小西 國男氏、梁 喜代一氏　補充員：南 嶺昭氏、松岡 勝司氏、林 忠男氏、中 信子氏）

※　採決結果（◎：全会一致で可決されたもの、○：賛成多数で可決されたもの、×：賛成少数で否決されたもの）
※　付託委員会（総：総務常任委員会、産：産業建設常任委員会、教：教育民生常任委員会、決：決算特別委員会）

組織が変わりました！！� 広報特別委員会の委員に北角耕一議員が新しく加わりました。
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一
般
質
問
（
８
人
が
登
壇
）

緊急経済・雇用対策に３億7,300万円!! ～第１回臨時会～
　１月13日に第１回臨時会が開催され、６項目にわたる緊急経済・雇用対策を盛り込んだ３億
7,300万円の補正予算案を全会一致で可決しました。

　以下の６項目が緊急支援策の内容です。
　★住宅対策
　　市営住宅または生活支援ハウスの空き部屋提供、生活備品の貸与

　★雇用創出対策
　　市臨時職員・パート職員としての採用、22年度市職員の一部前倒し採用

　★企業経営支援対策
　　企業立地促進助成金交付の前倒し、緊急安定特別融資制度の創設など

　★離職者生活支援対策
　　緊急福祉灯油助成制度の拡大など

　★生活資金支援対策
　　市社協による緊急生活福祉資金貸付枠の拡大

　★公共事業の前倒し、工事請負業者に対する中間前金払い並びに市内業者からの物品購入の推進

市では、「能美市緊急経済・雇用対策本部」を設置するとともに、
各庁舎に「市民相談窓口」を開設しています。

緊急経済・雇用対策に３億7,300万円!! ～第１回臨時会～

Q
有
害
図
書
の
販
売
機
撤
去
を

　

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、
市
内

に
あ
る
有
害
図
書
の
販
売
機
を
撤
去
で

き
な
い
か
。
条
例
に
よ
る
規
制
を
強
く

し
た
り
、
町
内
会
や
諸
団
体
が
一
丸
と

な
っ
て
販
売
機
を
設
置
さ
せ
な
い
運
動

を
展
開
し
た
り
は
で
き
な
い
か
。

A
市
民
一
体
と
な
っ
た
運
動
の
展

開
が
効
果
的（
教
育
委
員
会
管

理
局
長
）

　

販
売
機
の
管
理
者
に
管
理
者
辞
退
を

お
願
い
し
て
い
る
が
、
思
っ
た
ほ
ど
の

効
果
が
な
く
、
苦
慮
し
て
い
る
。
撤
去

に
は
住
民
運
動
に
よ
る
効
果
が
大
き

い
。
市
民
へ
の
啓
発
を
進
め
る
と
と
も

に
、
県
や
町
会
連
合
会
等
と
相
談
し
な

が
ら
、
市
民
全
体
の
運
動
へ
と
展
開
し

て
い
き
た
い
。
販
売
業
者
に
は
営
業
権

等
も
あ
り
、
法
に
基
づ
い
た
営
業
行
為

で
あ
る
た
め
、
現
行
条
例
で
規
制
を
か

け
て
い
く
に
は
限
界
が
あ
る
。
環
境
や

景
観
対
策
等
を
含
め
た
総
合
的
な
条
例

の
制
定
や
、
風
致
地
区
（
※
）
の
指
定

等
で
対
応
で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

※
風
致
地
区

　

都
市
計
画
法
で
定
め
ら
れ
た
地
域
地
区
の

一
つ
で
、
都
市
の
自
然
美
を
維
持
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
風
致
地
区
に
指
定
さ

れ
る
と
、
土
地
の
造
成
、
建
築
物
の
位
置

や
形
態
、
デ
ザ
イ
ン
、
高
さ
、
建
ぺ
い
率
、

外
壁
と
敷
地
境
界
線
ま
で
の
距
離
な
ど
に

つ
い
て
、
細
か
く
規
制
を
受
け
る
。

倉
元
　
正
順
　
議
員

▲健やかな成長を願って（根上中学校大運動会）
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一
般
質
問

Q
景
気
後
退
の
影
響
は

　

景
気
後
退
に
よ
る
市
内
企
業
へ
の
影
響

は
ど
う
か
。
新
年
度
の
税
収
に
つ
い
て
ど
う

予
測
す
る
か
。
中
小
企
業
の
運
転
資
金
の
借

入
利
子
全
額
を
市
が
負
担
で
き
な
い
か
。

A
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る（
市
長
）

　

来
春
以
降
の
受
注
予
定
が
な
い
等
、
雇

用
を
含
め
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
景
気
後
退
の
影
響
が
少
な
い

と
思
わ
れ
る
個
人
市
民
税
に
対
し
、
法
人

市
民
税
は
前
事
業
年
度
比
３
割
減
と
予
測

し
て
い
る
。

　

中
小
企
業
緊
急
経
営
安
定
化
特
別
融
資

に
対
し
て
、
２
年
間
の
利
子
を
市
が
全
額

負
担
す
る
。

Q
妊
婦
健
診
14
回
の
無
料
化
を

　

現
在
５
回
ま
で
無
料
と
さ
れ
て
い
る
妊

婦
健
診
の
受
診
料
を
14
回
ま
で
無
料
と
せ

よ
。ま
た
妊
婦
健
診
の
必
要
性
を
周
知
せ
よ
。

A
安
心
・
安
全
な
出
産
を
支
援
し

た
い（
市
長
）

　

厚
労
省
が
、
14
回
分
を
無
料
化
で
き
る
よ

う
国
庫
補
助
事
業
を
立
ち
上
げ
る
と
聞
く
。
こ

れ
ま
で
の
子
育
て
支
援
に
加
え
、
国
の
積
極
的

な
施
策
を
通
し
て
、
安
全
に
か
つ
安
心
し
て
出

産
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
の
個
別
指
導
な
ど
を

通
し
て
、健
診
の
必
要
性
を
周
知
徹
底
し
た
い
。

Q
乳
幼
児
・
児
童
医
療
費
を
自
動

償
還
払
い
と
せ
よ

　

市
の
窓
口
で
申
請
を
し
な
く
て
も
指
定
口

座
に
振
り
込
み
、子
育
て
家
庭
を
支
援
せ
よ
。

A
新
年
度
中
に
、
導
入
し
た
い　

（
市
長
）

　

既
に
導
入
し
て
い
る
金
沢
市
の
方
法
を

参
考
に
検
討
中
で
あ
る
。
今
後
医
師
会
の

理
解
を
得
な
が
ら
実
施
し
た
い
。

青
山
　
利
明
　
議
員

Q
一
体
性
の
あ
る
効
率
的
な
施
設

管
理
を

　

公
的
施
設
の
運
営
効
率
を
高
め
る
た

め
、
縦
割
り
行
政
の
固
定
観
念
を
捨

て
、
横
と
の
連
携
を
密
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
施
設
管
理
体
系
の
見
直
し
を
図

れ
。A

縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
見
直
し

た
い（
市
長
）

　

21
年
度
以
降
、
組
織
機
構
や
事
務
事

業
の
大
幅
な
見
直
し
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
縦
割
り
行
政
意
識
を
排
除
し
、
管

理
形
態
や
内
容
を
は
じ
め
、
予
算
措
置

や
人
員
配
置
な
ど
、
地
域
間
や
施
設
間

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
し
た
い
。

　

自
治
体
の
経
営
理
念
で
あ
る
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
率
を
得
る
努
力
を
し

た
い
。

米
田
　
敏
勝
　
議
員

▲可能性を秘めた根上海岸

Q
新
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

に
根
上
海
岸
生
か
せ

　

地
熱
や
風
力
、
海
洋
波
な
ど
、
根
上

海
岸
に
は
新
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
創
出
の
可
能
性
が
眠
っ
て
い
る
。

北
陸
先
端
大
や
市
内
企
業
、
行
政
な
ど

産
学
官
が
連
携
し
合
い
、
根
上
海
岸
を

活
用
し
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研

究
開
発
を
進
め
よ
。

A
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い　

（
市
長
）

　

費
用
対
効
果
や
立
地
環
境
な
ど
多
く

の
難
し
い
課
題
が
あ
る
。
今
後
の
課
題

と
し
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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Q
学
力
調
査
の
結
果
を
ど
う　
　

扱
う
か

　

学
力
調
査
の
結
果
の
公
開
に
つ
い
て

今
後
の
方
向
、
方
針
は
。
県
内
に
お
け

る
市
内
児
童
の
学
力
の
実
態
も
合
わ
せ

て
問
う
。

A
公
開
よ
り
も
、
結
果
の
還
元
を

大
切
に
し
た
い（
教
育
長
）

　

学
力
調
査
に
お
い
て
大
切
な
の
は
、

結
果
を
児
童
生
徒
に
ど
う
還
元
す
る
か

で
あ
る
。
公
開
は
し
な
い
が
、
各
学
校

へ
は
結
果
の
分
析
と
反
省
、
授
業
改
善

と
い
っ
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（
計
画
・
実
行
・

評
価
・
改
善
）
サ
イ
ク
ル
の
実
施
を
指

示
し
、
強
く
指
導
助
言
し
て
い
る
。
保

護
者
の
方
に
は
懇
談
を
通
じ
て
学
校
の

方
針
を
示
し
て
い
き
た
い
。

　

市
の
学
力
は
、
小
学
６
年
生
は
県
平

均
と
ほ
ぼ
近
く
、
中
学
３
年
生
の
国
語

と
数
学
は
全
国
、
県
平
均
と
も
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。

Q
寺
井
地
区
の
学
校
給
食
に
ト

レ
ー
の
導
入
を

　

衛
生
上
の
不
安
か
ら
、
ト
レ
ー
導
入

に
つ
い
て
保
護
者
か
ら
の
強
い
要
望
が

あ
る
。
導
入
に
向
け
て
、
検
討
を
。

A
課
題
は
あ
る
が
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い（
教
育
長
）

　

ト
レ
ー
の
導
入
に
は
、
新
た
な
設
備

や
備
品
、工
事
が
必
要
で
あ
る
。現
給
食

調
理
室
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
問
題
も
あ

り
、
寺
井
地
区
で
は
導
入
に
至
っ
て
い

な
い
が
、
衛
生
上
の
不
安
か
ら
導
入
を

望
む
声
も
あ
り
、
各
種
課
題
を
解
決
で

き
な
い
か
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

北
角
　
耕
一
　
議
員

▲おいしく食べて大きくなぁれ

Q
介
護
職
員
の
待
遇
改
善
を

　

市
の
介
護
福
祉
施
設
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
や
介
護
従
事
者
に
対
す
る
待
遇
の

現
状
は
。
市
独
自
の
対
策
で
介
護
従
事

者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
国
の
介
護

支
援
対
策
の
早
急
な
実
施
を
要
請
せ
よ
。

A
人
材
確
保
に
努
め
た
い（
市
長
）

　

介
護
従
事
者
の
慢
性
的
な
不
足
が
量

的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
阻
害
し
、
介
護

職
員
の
負
担
に
も
つ
な
が
る
。
国
へ
は

県
市
長
会
と
し
て
、
人
材
確
保
や
適
正

な
介
護
報
酬
の
設
定
な
ど
を
要
望
し
て

い
る
。
市
独
自
の
対
策
は
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。
国
の
動
向
を
見
守
り

た
い
。

Q
生
活
応
援
に
商
品
券
の
交
付
を

　

地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
機
運
の
醸

成
と
地
元
商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
、
子
育

て
支
援
・
高
齢
者
支
援
商
品
券
を
交
付
せ
よ
。

A
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
め

ざ
す（
市
長
）

　

市
内
商
店
街
で
の
購
買
力
向
上
と
市
民
生

活
応
援
の
主
軸
と
し
て
、
年
間
複
数
回
程
度
、

共
通
商
品
券
に
千
円
か
ら
２
千
円
程
度
の
上

乗
せ
を
行
う
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」発
行

に
向
け
、
協
議
調
整
を
進
め
た
い
。

Q
使
用
済
み
携
帯
電
話
の
回
収
を

推
進
せ
よ

　

携
帯
電
話
や
入
れ
歯
に
は
金
・
銀
・
銅
の

ほ
か
希
少
金
属
が
含
ま
れ
て
い
る
。回
収
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
。

A
回
収
の
必
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て　

い
く（
市
長
）

　

希
少
金
属
の
再
利
用
は
重
要
で
あ
る
。
国

の
動
向
に
沿
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

し
て
必
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

嵐
　
　
昭
夫
　
議
員
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近
藤
　
啓
子
　
議
員

Q
雇
用
を
守
れ

　

深
刻
な
経
済
危
機
の
中
、
雇
用
を
守

る
た
め
、
企
業
の
実
態
調
査
を
。
ま
た

誘
致
企
業
へ
の
指
導
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
相
談
窓
口
を
開
設
せ
よ
。

A
企
業
へ
の
行
政
指
導
に
努
め
る

（
市
長
）

　

対
象
企
業
９
社
に
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
状
況
次
第
で
人
員
整
理
も
あ
り
う

る
と
回
答
し
た
企
業
が
３
社
あ
っ
た
も

の
の
、
全
社
と
も
新
規
採
用
は
予
定
ど

お
り
行
い
、
内
定
取
り
消
し
は
な
か
っ

た
。

　

企
業
へ
は
直
接
出
向
き
、
労
働
契
約

法
の
趣
旨
を
厳
格
に
遵
守
す
る
よ
う
強

く
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
市
商
工
会
、
市
雇
用
対
策
連

絡
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
雇
用
状
況

の
把
握
や
雇
用
の
維
持
、
再
就
職
の
支

援
等
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q
緊
急
生
活
融
資
制
度
の
創
設
を

　

保
証
人
な
し
で
気
軽
に
借
り
ら
れ
る

緊
急
生
活
融
資
制
度
を
創
設
し
、
市
民

の
暮
ら
し
を
応
援
せ
よ
。

A
市
社
協
の
制
度
活
用
を　
　

（
市
長
）

　

貸
付
要
件
の
な
い
貸
付
制
度（
無
担

保
・
無
保
証
人
・
無
利
子
）の
創
設
に
つ

い
て
は
、
各
地
の
事
例
や
諸
般
の
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。
当
面
は
市
社
協
の
能
美
福
祉

基
金
貸
付
制
度
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

居
村
　
清
二
　
議
員

Q
保
育
園
統
廃
合
の
具
体
的
方
針

示
せ

　

地
元
感
情
を
思
う
と
苦
慮
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
少
子
化
が
進
み
、
ま
た

建
て
か
え
時
期
を
迎
え
る
保
育
園
が
あ

る
中
、
効
率
的
で
安
心
・
安
全
な
保
育

の
場
づ
く
り
が
必
要
。
統
廃
合
の
具
体

的
な
方
針
を
示
せ
。

A
答
申
に
沿
う
形
で
整
備
を　
　

進
め
る（
市
長
）

　

市
内
保
育
園
を
15
園
程
度
に
と
の
答

申
に
沿
う
よ
う
、整
備
を
進
め
る
。21
年

度
か
ら
本
格
的
な
説
明
作
業
に
入
り
、

26
年
度
ま
で
に
新
築
６
園
、
増
築
２
園

を
実
施
し
た
い
。実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

地
元
の
合
意
を
得
る
こ
と
を
大
前
提

に
、
財
政
状
況
や
合
併
特
例
債
の
適
用

期
限
等
を
視
野
に
入
れ
て
進
め
た
い
。

Q
市
道
開
拓
１
号
線
の
拡
幅
工
事

の
進
捗
状
況
は

　

峠
山
墓
園
に
つ
な
が
る
市
道
開
拓
１

号
線
は
道
幅
も
狭
く
、
危
険
で
あ
る
。

工
事
の
進
捗
状
況
を
示
せ
。

A
地
元
要
望
も
な
く
、
進
ん
で
い

な
い（
市
長
）

　

八
里
方
面
か
ら
の
市
道
整
備
が
な
さ

れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
星
が
岡
牧
場
関
係

者
や
地
元
町
会
か
ら
の
具
体
的
な
要
望

も
な
い
こ
と
か
ら
、
進
ん
で
い
な
い
。

道
路
東
側
の
土
採
取
後
の
状
況
を
見
極

め
た
上
で
、
再
度
地
元
の
意
向
を
確
認

し
、
取
り
組
む
予
定
と
し
て
い
る
。
道

路
反
射
鏡
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

現
地
調
査
し
早
急
に
対
処
し
た
い
。

▲いきいき輝く環境を

▲企業経営の一助に
　（企業立地促進助成金交付）
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Q 　山口保育園の梁の亀裂修繕に地域活性化・緊急

安心実現総合対策交付金を充てることについ

て、活用方法はこれでよいか。

A 　交付金の使途は大きく５つに分かれ、その中の

「保育サービスの充実等のための支援」という

項目に該当している。また、山口保育園は緊急

避難場所に指定されているので、この事業に充

てるものである。

Q 　市内循環バス運行事業に、駐留軍等再編交付金

が充てられなかった。近畿中部防衛局との協議

はどのように進められるのか。

A 　所管課が事業計画書を作成し、設計から実施ま

での過程を協議する。その中で、この制度に該

当するか否かの協議や、資料の修正等の指示が

ある。これらが整ったあと、補助金の交付決定

通知があり、事業に着手する。その途中にも事業

の執行状況の確認などの現地視察があり、その

後、最終的に補助金の額が確定するものである。

意見 　再編交付金については、この交付金の趣旨

をわきまえ、騒音の負担の大きい地域を重点にき

ちんとした使途で対応してほしい。

Q 税金等の共同臨戸徴収の成果は。

A 11月27日から12月５日に実施された部課長

による臨戸徴収は、総額で約1,795万円の成果

があった。内訳は、分納による納付誓約等の納

付予定額が約1,157万円、直接徴収した額が約

638万円である。この事業により、小中学生や

親子間での租

税教育で納税

意識を持たせ

ることの必要

性を感じた。

今後、PRして

いきたい。

委員会における質疑応答

総務常任委員会

Q
景
気
後
退
の
対
応
策
に
公
共
事

業
を
活
用
せ
よ

　

景
気
対
策
と
し
て
、
公
共
事
業
の
拡
大
や

前
倒
し
を
せ
よ
。
財
源
の
問
題
も
あ
る
が
、

合
併
特
例
債
を
見
込
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
の
早

期
事
業
化
な
ど
で
き
な
い
か
。
具
体
策
を
計

画
せ
よ
。

A
即
急
に
、
弾
力
的
に
対
応
し
た

い（
市
長
）

　

８
月
か
ら
調
達
価
格
が
上
昇
し
た
鋼
材

類
や
燃
料
油
を
対
象
に
単
品
ス
ラ
イ
ド
条

項
を
運
用
、
10
月
に
主
要
な
工
事
材
料
に
対

象
を
拡
大
。
ま
た
、
前
払
金
制
度
に
加
え
、

中
間
前
払
金
制
度
を
導
入
し
た
。

　

事
業
前
倒
し
に
つ
い
て
は
、（
仮
称
）新
粟

生
住
宅
建
設
事
業
、粟
生
小
学
校
プ
ー
ル
大

規
模
改
造
工
事
、山
口
保
育
園
施
設
改
修
事

業
を
今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

　

入
札
制
度
で
は
、
市
発
注
の
工
事
請
負
、

物
品
調
達
及
び
業
務
委
託
の
契
約
を
市
内

企
業
に
優
先
的
に
発
注
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
従
来
の
特
定
建
設
工
事

企
業
体
に
加
え
、
形
状
建
設
共
同
企
業
体
を

結
成
で
き
る
よ
う
に
要
綱
を
制
定
し
た
。

Q
災
害
時
の
物
資
確
保
は
で
き
て

い
る
か

　

先
日
、
県
が
救
助
物
資
の
備
蓄
量
を
取
り

ま
と
め
、
市
町
村
に
対
し
て
も
物
資
の
確
保

を
求
め
た
。
今
一
度
、
市
と
し
て
の
備
え
の

確
認
を
せ
よ
。

　

先
般
、
給
食
の
特
区
認
定
を
受
け
た
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
災
害
時
の
食
料
供

給
は
可
能
か
。
オ
ー
ル
電
化
の
施
設
と
聞
い

て
い
る
が
、
自
家
発
電
装
置
は
備
え
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

A
災
害
被
災
者
物
資
備
蓄
計
画
を
作
成

し
、計
画
的
に
備
蓄
し
て
い
る（
市
長
）

　

備
蓄
目
標
に
届
い
て
い
な
い
が
、
今
後
計

画
的
に
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　

自
家
発
電
装
置
を
持
た
な
い
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
時
に
電
力
供
給
の
最
重

要
地
点
と
し
て
北
陸
電
力
に
認
識
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
即
時
復
旧
対
応
を
確
信
し
て

い
る
。

福
田
　
　
豊
　
議
員

▲早く笑顔がはじける遊戯室に
　（山口保育園）

◎倉元 正順、○嵐　 昭夫
　荒田 正信、畑中 晃昭、井出 善昭、米田 敏勝
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委員会における質疑応答

委員会における質疑応答

Q 　米を食べる習慣づくりの一つとして、米粉パン

の普及に強い取り組みを。

A 　現在、根上地区の保育園で毎週土曜日の昼食と

して導入されている米粉パンを寺井・辰口地区

でも導入できないか、福祉課と協議中である。

ただ、価格の問題に加えて、市内製造業者の方

に米粉パンを製造していただけるか、量産がで

きるかなど調整すべき問題が多くある。

Q 　今年度前倒しで行うこととなった（仮称）新粟

生住宅には、特定公共賃貸住宅は含まれている

か。入居に際して、所得制限はあるのか。

A 　現公営住宅である粟生・吉光住宅の建て替え事

業のため、特定公共賃貸住宅は含まれていない。

全て公営住宅法に基づくものであり、所得制限

がある。家賃については、未定だが、西任田町

に建設された公営住宅の家賃がおおよその目安

になるのではないかと思われる。

Q 　指定管理者の指定期間にばらつきがあるのはな

ぜか。

A 　九谷焼陶芸館と九谷焼美術館においては、民間

事業者を指定管理者に指定することにより、施

設の有効利用の可能性があるとのことから、１

年とし、それ以外の施設については３年または

５年とした。

産業建設常任委員会

Q 　辰口福祉会館や小中学校などで、燃料費の高騰

による補正が行われているが単価変動を見込ん

で組まれているのか。

A 　辰口福祉会館では、補正予算要求時の単価で積

算した金額であり、小中学校では、原油の値下

がりを加味しながらも不足分の補正である。

Q 　国民健康保険特別会計では、当初予算に比べ多

額の補正となっている理由は。

A 　療養給付費等の単価設定を少なく見積もったこ

とと一部未計上となっていたものが追加補正の

原因である。

Q 　児童館には指定管理をしている施設と直営での

施設があるがその違いは何か。

A 　旧辰口町では児童館とコミュニティーセンター

が併設されており、一体の施設として指定管理

している。

意見  和気地内の産業廃棄物作業現場を視察した

が、県および市当局と地元町会の相互理解が十

分得られるよう安全面も含め県と念書を交わす

ような強い態度で臨んでほしい。

教育民生常任委員会

伝統の世界を気軽に体験▶
（九谷焼陶芸館絵付体験）　

▲守ろう！わたしたちの環
ま ち

境

◎北野 　哲、○北角 耕一、杉田 隆一、
　髙木 雅宣、白川 　寛、中野 眞治郎、北村 國博

◎居村 清二、○小手川 正明、青山 利明、
　明福 憲一、近藤 啓子、東 　正幸、福田 　豊
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議会運営委員会
○視察日　平成20年11月10日(月)～12日(水)

○視察先　栃木県栃木市議会・全国市議会議長会

○視察内容

　栃木市議会

　人口81,000人、面積122k㎡で日産自動車の誘致などで、財政力の高い市である。

　平成15年に議会の活性化を目指し、「議会のあり方検討委員会」を設置、短期、中期、長期の対策を検

討してきた。一問一答方式の導入や一般質問の時間延長、市議会の会議の原則公開など十数項目にわたる

改革を検討実施している。また、親しみやすい議会を目指して、開会前に議場コンサートの実施や一般質

問内容の新聞折込みなど市民への関心を高めている。結果、議会の傍聴人数は、３年前に比べ1.5倍に増

加している。

全国市議会議長会

　全国806市・区の議会の議長をもって構成し、地

方自治関係の政策や議会の制度など様々な分野の調

査研究をしている。今、特に議論がなされている基

礎自治体のあり方や今後の議会制度のあり方の状況

報告を受けた。

　いずれも、地方分権が進む中で、二元代表制の一

翼を担う議会は、市民に近く、執行機関と切磋琢磨

する議会となるよう改革に取り組む必要があること

を強く感じた。

西川流域・海岸対策特別委員会
○視察日　平成20年10月２日(木)～３日(金)

○視察先　長野県須
す

坂
ざか

市

○視察内容

八
や

木
ぎ

沢
さわ

川
がわ

樋門設置までの経緯について

　特定構造物改築事業(※)「百
ど

々
ど

川
がわ

樋門改修事業」（改

修後は八木沢川樋門と改名）について研修した。

　八木沢川樋門、相
あい

之
の

島
しま

排水機場ともに須坂市が管

理し、河川流域の治水対策にあたっている。今回の改

修事業以前に、旧樋門や現行の排水機場がすでに設置

されていた箇所である。この地域は一面に果樹園が広

がり、一部には水田を持つ大農作地帯で、排水機場施

設も農政関係で建設整備された。

　当市の西川における樋門及び排水機場建設の要望は、全て新規のものであり、須坂市とは大きく異なる。し

かし一方で、八木沢川樋門が須坂市内ではなく、隣接する小布施町内に設置されているという、当市との共通

点もあることを知った（西川の要望では、樋門等設置箇所を白山市内と想定している）。

　説明では、日頃から千曲川流域の市町村で治水対策及び要望について協議を重ねており、要望活動を進め

る上でも大きな問題点はなかったとのことであった。用地補償等小布施町内の地権者との交渉や水利に関す

る交渉など多々ある課題に取り組む上でも、協力的に活動ができたようである。このことからも、日頃からの

協調が、より効率的な事業推進につながることを改めて認識することができた。今後に生かしていきたい。

※特定構造物改築事業
　水門等の大規模構造物が老朽化した場合などに、集中的な投資で必要な改築を行い、その機能の回復を図ること。

▲議会運営のノウハウを学ぶ（栃木市議会）

▲八木沢川樋門を視察
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能美古墳群保存整備特別委員会
○視察日　平成20年10月20日(月)～21日(火)

○視察先　京都府 京
きょう

丹
たん

後
ご

市・与
よ

謝
さ

野
の

町・宮
みや

津
づ

市

○視察内容

　京丹後市：古代の里資料館

　縄文・弥生・古墳時代に分けて、豊富な発掘品を

展示している。竪穴式住居などが復元され、土器な

どの手作り体験も行っている。

　資料館前には、日本海側で最大級の前方後円墳で

ある神
しんめいやま

明山古墳がある。くびれ部に円形の造り出し

をもつことを特徴とし、墳頂部は眺望の確保を第一

に木を伐採し、芝生を植えただけの状態で保たれて

いる。

　
与謝野町：古墳公園・はにわ資料館

　国指定史跡である蛭
え び す や ま

子山、作
つくりやま

山の築造当時を正確に復元した古墳公園である。園内はゆったりと整備さ

れ、遠足など子どもたちにも親しんでもらえそうな雰囲気である。

　三セク方式の運営も楽ではなく、園内整備にシルバー人材センターを利用したり、地元特産品の販売ス

ペースを設けるなどしている。また、ボランティアガイドのシステムを取り入れている。

　宮津市：丹後郷土資料館

　京都府北部の歴史と文化を、縄文時代から近代にいたるまで、時代順に紹介している。地元は過疎化が

進み、資料館の運営も厳しい状態。授業に取り入れてもらうなど、必死の営業活動を続けている。

統合庁舎検討特別委員会
○視察日　平成20年10月22日(水)～23日(木)

○視察先　長野県安
あ づ み の

曇野市役所

　　平成17年10月に３町２村が合併。人口99,705

人、面積331.82k㎡。

　　市役所は８つの庁舎に分かれており、各庁舎間の

距離は約１kmから９kmである。

○視察内容

　本庁舎建設についての経過と現状

　合併前の平成17年２月、安曇野地域合併協議会

で「新庁舎は、住民の利便性等を考慮し、新市にお

いて検討する」とした。

　市行政機構等研究委員会（庁内組織）で、庁舎の現状と課題、行財政運営の非効率性等について検討し、

平成19年10月に市長へ報告した。

　市本庁舎等建設検討委員会（市民組織）では、地域関係者、行政関係者等の委員25人により、平成19年

10月から20年４月にかけて、本庁舎の必要性、総合支所のあり方、合併特例債活用、既存施設の活用方法、

建設場所等を６回の会議で協議し、「本庁舎等建設についての提言書」を市長へ提出した。

　平成20年７月に「市本庁舎等建設審議会条例」を臨時議会で議決。同年10月から市本庁舎等建設審議会

（市民組織）により、提言書、市長の諮問に応じて本庁舎建設の課題調査を行い、建設基本構想等、必要

な事項について平成21年度に市長へ答申予定である。

　大変デリケートな事項であり、慎重にならざるを得なかったため、審議会条例議決まで長い時間を要し

た。また、議会は議決機関であることから、議員は、市長に答申する審議会の委員にはなっていない。

▲安曇野市役所堀
ほり

金
がね

総合支所にて

▲作山１号墳埋葬施設
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能美市議会だよりは環境に優しい
大豆油インキを使用しています。
能美市議会だよりは環境に優しい
大豆油インキを使用しています。

　合併から５年目を迎えるが、国内外を問わず未曾有の金融・経済不況に見舞われている。

「百年に一度」と言われる世界同時不況の中、国内の景気も悪化の一途をたどっており、市内

の企業・市民生活にも大きな痛手を残している。中小企業の資金繰りの悪化や存続の危機、

企業における非正規社員のリストラや失業がもたらす生活苦等の問題は大変深刻であり、早急な支援策が求められ

る。市は他市町に先駆けて、緊急対策本部を立ち上げるとともに、各庁舎に雇用相談窓口を設置し、中小企業への

独自の融資制度の運用、行政臨時職員の採用や一般行政職員の追加採用、失職世帯に商品券配布など、可能な限り

の支援策を実施している。議会もこのような緊急事態に市民の目線でできる限りの経済支援策を随時、行政側に提

言するよう努めたい。

　長いトンネルを抜け出し、2009年が市民の皆さまに少しでも光降り注ぐ年になることをご祈念申し上げます。

（北村國博）

広報特別委員会　委員長：小手川 正明　副委員長：嵐　昭夫　委員：北角 耕一、井出 善昭、米田 敏勝、北村 國博

編 集 後 記

傍聴に行こう！

会　期 月　　日 曜 本会議
休　会 開議時刻 本会議・委員会・全員協議会

第１日 ３月10日 火
 9:30 議会運営委員会
10:00 議会全員協議会

本会議 11:00 開会、議案上程、提案理由の説明
第２日 ３月11日 水 13:30 議会運営委員会
第３日 ３月12日 木
第４日 ３月13日 金 休　会
第５日 ３月14日 土
第６日 ３月15日 日
第７日 ３月16日 月

第８日 ３月17日 火
 9:30 議会運営委員会
 9:45 議会全員協議会

本会議 10:00 代表質問・一般質問
第９日 ３月18日 水 本会議 13:00 一般質問、質疑、委員会付託
第10日 ３月19日 木 10:15 教育民生常任委員会
第11日 ３月20日 金
第12日 ３月21日 土
第13日 ３月22日 日 休　会
第14日 ３月23日 月 10:15 総務常任委員会
第15日 ３月24日 火 10:15 産業建設常任委員会
第16日 ３月25日 水
第17日 ３月26日 木 13:30 議会運営委員会

第18日 ３月27日 金

 9:30 議会運営委員会
10:00 常任委員会（総務・産業建設・教育民生）
10:30 議会全員協議会

本会議 11:00 委員長報告、質疑、討論、採決、閉会

平成21年第１回市議会定例会の会期日程が決まりました。

みなさん、ぜひ傍聴にお越し下さい。

平成21年第１回市議会定例会


